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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第71期

第３四半期累計期間
第72期

第３四半期累計期間
第71期

会計期間
自  平成23年１月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年９月30日

自  平成23年１月１日
至  平成23年12月31日

売上高 (千円) 24,495,002 24,738,474 33,321,416

経常利益又は経常損失（△） (千円) △73,405 △467,594 140,180

四半期純損失（△）又は当期純利益 (千円) △190,745 △513,229 8,472

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) － － －

資本金 (千円) 3,335,500 3,335,500 3,335,500

発行済株式総数 (株)

普通株式
12,662,100

Ａ種無議決権種類株式

812,500

普通株式
12,662,100

普通株式
12,662,100

純資産額 (千円) 6,843,636 6,339,952 6,828,282

総資産額 (千円) 19,583,830 20,202,001 20,170,716

１株当たり四半期純損失金額（△）
又は当期純利益金額

(円) △13.83 △41.71 0.62

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) － － －

自己資本比率 (％) 34.9 31.4 33.9

　

回次
第71期

第３四半期会計期間
第72期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

自  平成24年７月１日
至  平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額（△）

(円) 8.97 △10.80

(注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結経営指標等については記載しておりません。　　

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、子会社がないため記載しておりません。

４　Ａ種無議決権種類株式は、会社の組織変更、合併、会社分割、株式交換、株式移転、定款変更、事業譲渡又は解散に

関する事項について議決権を有しております。

５　当社は、Ａ種無議決権種類株式の金銭を対価とする取得請求を受け、平成23年12月27日付けで812,500株を取得

し、同日付けで当該株式を全て消却いたしました。この結果平成23年12月27日をもってＡ種無議決権種類株式

の発行済株式数は零となっております。

６　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、特記すべき事項はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、依然として厳しい状態にあるなか、欧州債務危機を背景

とした円高基調の長期化、新興国経済の景気減速等により不安定な状態で推移しております。

インテリア業界におきましても、重要な指標である新設住宅着工戸数は、６月以降、対前年同月比でマ

イナスを続け、９月こそ対前年同月比で増加したものの、先行きは弱含みで推移するものと考えられま

す。

この様な環境のもとで、当社の売上高は前年同期比1.0％増の24,738百万円となりました。

利益面におきましては、全社での原価率は前年同期比で上昇しており、売上総利益は前年同期比3.7％

減の6,065百万円、営業損失は406百万円（前年同期は営業損失16百万円）、経常損失は467百万円（前年

同期は経常損失73百万円）、四半期純損失は513百万円（前年同期は四半期純損失190百万円）となりま

した。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

①　インテリア事業

壁装材は、５月に、すぐ使える・役立つコーディネート情報満載の住宅向け見本帳“Ｖ－ウォール

”を発行した他、“ライト”、“ウィル”、“らくらくリフォーム”等を増冊発行、カーテンは、７月

に、ライフスタイルに合わせたご提案をしているファミリー向けの見本帳“サーラ”を発行、床材は

８月に見本帳“タイルカーペットPRO-740・PRO-740S”を発行、“クッションフロア”等を増冊発行

し拡販に努め、売上高は前年同期比0.9％増の20,502百万円となり、セグメント損失は444百万円（前

年同期はセグメント損失49百万円）となりました。

②　オフィス事業

顧客企業に対するより細やかなサービスの提供に努めた結果、売上高は前年同期比1.3％増の

4,236百万円となり、セグメント利益は前年同期比14.0％増の37百万円となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 41,000,000

計 41,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 12,662,100 12,662,100
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数1,000株

計 12,662,100 12,662,100－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

－ 12,662,100 － 3,335,500 － 2,617,860

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができないことから、直前の基準日である平成24年６月30日の株主名簿により記載しております。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 　 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) 　 ― ― ―

議決権制限株式(その他) 　 ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(保有自己株式）
普通株式

357,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,225,00012,225 ―

単元未満株式 普通株式 80,100 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 普通株式 12,662,100 ― ―

総株主の議決権 　 ― 12,225 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株（議決権１個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が218株含まれております。 

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(保有自己株式)
リリカラ株式会社

東京都新宿区西新宿
７丁目５番20号

357,000 － 357,000 2.81

計 ― 357,000 － 357,000 2.81

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。

　

EDINET提出書類

リリカラ株式会社(E02743)

四半期報告書

 5/14



第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成24年７月１日から

平成24年９月30日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年１月１日から平成24年９月30日まで)に係る四

半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がないため、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
　(1)【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,143,249 4,100,406

受取手形及び売掛金 ※３
 6,499,843

※３
 6,184,705

商品 2,212,126 2,532,523

その他 1,429,703 1,570,122

貸倒引当金 △9,161 △11,417

流動資産合計 14,275,762 14,376,340

固定資産

有形固定資産 2,236,654 2,242,054

無形固定資産 184,913 229,044

投資その他の資産

差入保証金 2,202,936 2,006,653

その他 1,336,799 1,428,964

貸倒引当金 △66,350 △81,056

投資その他の資産合計 3,473,386 3,354,561

固定資産合計 5,894,954 5,825,660

資産合計 20,170,716 20,202,001

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 9,298,457

※３
 9,136,878

短期借入金 616,900 611,600

1年内償還予定の社債 120,000 160,000

1年内返済予定の長期借入金 648,906 735,364

未払法人税等 71,158 46,294

賞与引当金 56,583 143,538

その他 695,201 1,039,628

流動負債合計 11,507,207 11,873,305

固定負債

社債 450,000 550,000

長期借入金 726,992 714,004

退職給付引当金 404,612 395,255

資産除去債務 53,610 54,392

その他 200,011 275,091

固定負債合計 1,835,226 1,988,744

負債合計 13,342,433 13,862,049
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（単位：千円）

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,335,500 3,335,500

資本剰余金 2,772,764 2,772,764

利益剰余金 745,639 232,410

自己株式 △59,049 △59,134

株主資本合計 6,794,854 6,281,540

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 33,428 58,411

評価・換算差額等合計 33,428 58,411

純資産合計 6,828,282 6,339,952

負債純資産合計 20,170,716 20,202,001
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　(2)【四半期損益計算書】
　　【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
 至 平成23年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年１月１日
 至 平成24年９月30日)

売上高 24,495,002 24,738,474

売上原価 18,196,812 18,672,750

売上総利益 6,298,189 6,065,723

販売費及び一般管理費 6,314,432 6,471,986

営業損失（△） △16,242 △406,262

営業外収益

受取利息 5,152 5,086

受取配当金 4,285 4,729

不動産賃貸料 23,979 32,533

助成金収入 14,716 －

その他 19,703 21,687

営業外収益合計 67,836 64,037

営業外費用

支払利息 40,367 40,219

手形売却損 41,508 42,619

不動産賃貸費用 25,737 28,406

その他 17,386 14,124

営業外費用合計 124,999 125,369

経常損失（△） △73,405 △467,594

特別損失

減損損失 5,745 －

災害による損失 14,016 －

投資有価証券評価損 － 7,835

事務所移転費用 8,640 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 39,768 －

特別損失合計 68,170 7,835

税引前四半期純損失（△） △141,575 △475,429

法人税、住民税及び事業税 49,170 37,799

四半期純損失（△） △190,745 △513,229
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【追加情報】

　
当第３四半期累計期間

(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂
正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会
計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

１　保証債務

従業員の銀行からの借入債務に対し、債務保証を行なっております。

前事業年度
(平成23年12月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

21名 15,774千円19名 16,466千円

　

２　受取手形割引高

　
前事業年度

(平成23年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形割引高 1,591,982千円 902,128千円

　
※３　金融機関休業日満期手形

金融機関休業日満期手形については、手形交換日に入出金の処理を行う方法によっております。な

お、当四半期（前期）末日が金融機関の休日であったため、次の同日満期手形が期末残高に含まれてお

ります。

　
前事業年度

(平成23年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形

支払手形

受取手形割引高

95,937千円

20,642千円

15,000千円

126,577千円

17,201千円

－千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る減価償却費を含む。）は次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
(自　平成23年１月１日
至　平成23年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年１月１日
至　平成24年９月30日)

減価償却費 84,509千円 99,312千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日

定時株主総会
普通株式 61,539 5.00平成22年12月31日平成23年３月31日 利益剰余金

平成23年３月30日

定時株主総会

Ａ種無議決権
種類株式

8,125 5.00平成22年12月31日平成23年３月31日 利益剰余金

　 合計 69,664 ― ― ― ―

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の

末日後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期損益計算書

計上額
(注)インテリア事業 オフィス事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 20,314,7474,180,25524,495,002 － 24,495,002

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 20,314,7474,180,25524,495,002 － 24,495,002

セグメント利益（△損失） △49,444 33,202 △16,242 － △16,242

(注) セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

リリカラ株式会社(E02743)

四半期報告書

11/14



　

Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額
四半期損益計算書

計上額
(注)インテリア事業 オフィス事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 20,502,3254,236,14924,738,474 － 24,738,474

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

－ － － － －

計 20,502,3254,236,14924,738,474 － 24,738,474

セグメント利益（△損失） △444,097 37,834 △406,262 － △406,262

(注)　セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と一致しております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
(自　平成23年１月１日 
 至　平成23年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成24年１月１日 
 至　平成24年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 13円83銭 41円71銭

（算定上の基礎） 　 　

　四半期純損失金額（千円） 190,745 513,229

　普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 190,745 513,229

　普通株式の期中平均株式数の種類別内訳（株）
　　普通株式
　　Ａ種無議決権種類株式
　　計

12,307,016
1,484,375
13,791,391

12,305,275
－

12,305,275

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　前第３四半期累計期間におけるＡ種無議決権種類株式の期中平均株式数は、転換仮定方式に準じて算定してお

ります。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月12日

リリカラ株式会社

取締役会  御中

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    久　　保　　伸　　介    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    阪　　田　　大　　門    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリ
リカラ株式会社の平成２４年１月１日から平成２４年１２月３１日までの第７２期事業年度の第３四半期会

計期間（平成２４年７月１日から平成２４年９月３０日まで）及び第３四半期累計期間（平成２４年１月１
日から平成２４年９月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書
及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。

　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、リリカラ株式会社の平成２４年９月３０日現在の財政
状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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